
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 新宿御苑に残る歴史的建築物の保存活用 

【施設の状況写真】 

 

         

 

 
 

 

 

 

【施設の利用写真

 

 

 

 

 

 

【観光資源として

新宿御苑は、

し、皇室の庭園と

般開放がはじま

時代の代表的名

旧洋館御休所

姿に保存改修し

た、旧御凉亭、旧

ており、皇室の庭

 

［旧洋館御休所 旧

近年は公園の管

が、創建当時の姿

一般公開を行って

昭和天皇のご成婚 住

邦人有志により中 れ

天皇や皇族方

の休憩所として で

す。 
［旧洋館御休所］ 

が新宿御苑内の温室を訪れた際

、明治 29 年に創建された建物
】 

                  

の利用状況】 

明治 12 年に宮内省所管の新宿植物御苑となり、

して完成しました。昭和 24 年に厚生省所管の「国

り、現在は環境省所管の公園となっています。和洋

園として、また都内の憩いの場として国民に親しま

は、我が国では数少ない明治期における洋風木造

、同年 11月に国の重要文化財に指定され、現在は

新宿門の門衛所、旧大木戸門の門衛所も歴史的

園として利用されていた歴史を今に伝えています

［旧御凉亭 御休

水面にせり出すよ

てきましたが、老

を行い、現在も多

御居間］ 

理事務所として利用されていました

に保存改修を行い、平成１３年から

います。  

た建物で、設計は
［旧御凉亭］ 

を記念し昭和３年に台湾在

国風の凉亭を造営・献上さ
 

明治 39 年に新宿御苑と改称

民公園 新宿御苑」として一

折衷の庭園で、現在は明治

れています。 

建築で、平成 13年に当時の

一般公開を行っています。ま

建造物として保存改修を行っ

。 

息所］ 

う建てられた園亭として利用され

朽化のため、平成１４年保存改修

くの方に利用されています。 

森山松之助によるものです。 



（様式２）

テーマ 新宿御苑に残る歴史的建築物の保存活用 

【社会資本の基礎データ】 

○名称     国民公園 新宿御苑 旧洋館御休所・旧御凉亭他 

○所在地    東京都新宿区内藤町 11 

○事業名   － 

○事業主体  国 

○事業期間  明治２９年（旧洋館御休所完成）、平成１５年（保存活用整備） 

【社会資本の役割・効果】 

旧洋館御休所は、皇族方が新宿御苑内の温室を訪れた際の休憩所として明治29年に創建さ

れた建物です。我が国では数少ない明治期における洋風木造建築であり、家具や調度品を含め

使い方が文献等で明瞭に記録されており、当時の姿がとてもよく残されている貴重な遺構と言わ

れています。 

老朽化のため平成 10 年から調査を行い、博物館明治村の飯田館長を委員長とする保存検

討委員会に諮りながら保存活用や保存改修工事の方針を定めました。平成 11 年から保存改修

方針に基づき、保存改修工事を行い、平成 13 年４月より一般公開を行っており、平成 13 年 11

月には国の重要文化財に指定されました。 

また、旧洋館御休所と併せて旧御凉亭、旧新宿門の門衛所、旧大木戸門の門衛所の３つの

建物も新宿御苑内に残る歴史的建造物として、国土交通省関東地方整備局営繕部により保存

改修を行っており、明治期に皇室の庭園として利用されていた歴史を今に伝えています。 

【位置図】 

 

(新宿御苑ホームページより)

【関連ホームページ】 新宿御苑 http://www.shinjukugyoen.go.jp/ 

 



 


